
は
、
い
ず
れ
も
フ
ラ
ン
ス
学
派
の
伝
統
的
手
法

を
駆
使
し
た
も
の
。
　
さ
ら
に
ベ
ル
ギ
ー
の
O
冒

O
訂
冨
江
即
昌
㏄
「
ベ
ル
ギ
ー
の
ワ
ロ
ン
地
方
に
お
け

る
孤
立
農
㎜
圃
」
、
〉
陰
く
①
弓
げ
三
馨
「
中
冊
一
フ
ラ
ン
ド

ル
に
お
け
る
農
村
景
観
」
が
あ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク

の
ρ
O
♂
。
・
甦
コ
七
〇
〇
年
以
前
の
ゼ
ー
ラ
ソ

ト
の
一
二
圃
農
業
」
は
、
　
一
三
世
紀
に
こ
の
農
法
の

痕
跡
が
分
散
的
に
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
普
及
は
一

六
世
紀
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
実
証
し
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
O
．
国
ま
の
雄
馬
コ
七
〇
〇
年

頃
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
集
落
」
は
、
一
〇
戸
以
上
の

集
落
は
こ
の
地
方
で
は
大
集
落
で
、
南
部
の
旧
デ

ン
マ
ー
ク
領
に
多
い
こ
と
、
北
欧
独
特
の
「
太
陽

分
割
制
」
と
大
集
落
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
蓋
然

性
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
冨
●
醗
δ
零
N
①
ぞ
ω
閃
ρ
N
巴
⑦
ω
げ
ρ

「
ナ
メ
ツ
フ
ツ
ニ
地
方
に
お
け
る
農
村
集
落
形
態
」

で
は
、
一
六
世
紀
王
領
地
の
規
則
正
し
い
平
行
状

の
三
尊
農
地
や
、
よ
り
古
い
二
恩
農
地
の
存
在
が

注
目
を
ひ
く
。

　
主
催
園
ド
イ
ツ
で
は
、
頃
・
O
村
①
⑦
ω
「
集
落
の
荒

馬
過
程
扁
、
巧
・
じ
暮
N
「
チ
ロ
ル
に
お
け
る
農
業
集

落
し
、
ノ
＜
．
U
■
u
り
こ
（
「
ヴ
．
一
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
コ

イ
パ
i
山
地
に
お
け
る
集
落
発
達
の
比
較
研
究
」
、

イ
く
「
ω
℃
貧
＝
旨
α
q
「
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
集
落

形
態
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
手
堅
い
形
態
発
生
学
の

手
法
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
。
　
署
・
鵠
㊤
鍵
富
σ
q
鉱

「
北
海
海
岸
地
方
の
先
史
集
落
形
態
」
は
発
堀
成

果
に
も
と
づ
い
て
、
住
居
形
式
・
盛
土
の
成
立
・

紀
元
前
五
i
六
世
紀
の
散
村
や
小
村
を
は
じ
め
と

す
る
集
落
形
態
の
変
化
・
経
済
生
活
の
推
移
な
ど

を
推
定
し
た
も
の
。
芝
．
国
⇔
鉾
①
霞
。
筈
　
「
近
東

に
お
け
る
紐
状
ブ
ロ
ッ
ク
農
地
と
開
拓
」
と
㍗
出
・

乞
搾
N
「
北
イ
ン
ド
に
お
け
る
農
村
集
落
」
は
、
ヨ

ー
μ
ッ
パ
集
落
研
究
の
観
点
を
ア
ジ
ア
に
ひ
ろ
げ

た
も
の
で
、
農
地
形
態
と
古
オ
ス
マ
ン
法
、
灌
概

施
設
、
開
拓
な
ど
の
関
連
が
と
く
に
注
目
さ
れ
る
。

　
研
究
対
象
や
方
法
に
は
国
ご
と
の
ち
が
い
が
あ

る
が
、
相
互
の
討
議
を
重
ね
て
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
集
落
、
農
地
を
共
通
し
た
発
展
系
列
の
上
に
位

置
づ
け
よ
う
と
す
る
努
力
の
跡
が
感
ぜ
ら
れ
ろ
。

最
後
に
付
せ
ら
れ
た
瓢
・
q
誤
σ
q
と
ρ
に
窪
窪

の
「
農
業
景
観
の
術
語
に
関
す
る
調
査
討
議
の
報

告
」
に
も
、
こ
う
し
た
配
慮
が
明
白
で
あ
り
、
と

く
に
後
者
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
農
地
・
ゲ
ヴ
ァ
ン
（
耕

区
）
・
ア
ル
メ
ン
デ
（
入
会
地
）
な
ど
に
精
密
な
細

分
類
を
こ
こ
ろ
み
、
概
念
の
統
一
を
企
て
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
津
｝
朗
）

青
銅
遺
物
図
録

　
　
i
一
八
・
一
五
後
手
集
t

　
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
初
期
金
属
文
化
の
研
究
は
、

関
係
資
料
の
大
幅
な
増
加
も
あ
っ
て
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
後
、
と
く
に
最
近
の
十
年
間
に
、
め
ざ

ま
し
い
発
展
と
げ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
南
北
に
共

通
す
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
『
青
銅
遺
物
図
録
』

に
は
、
韓
国
の
国
立
博
物
館
が
一
九
四
五
年
八
月

十
五
日
以
降
に
蒐
集
し
た
出
船
製
遺
物
の
う
ち
、

初
期
金
属
文
化
に
関
す
る
主
要
な
も
の
を
選
ん
で

収
め
て
あ
る
。
欝
欝
の
「
学
術
資
料
集
」
第
一
冊

と
し
て
一
九
六
八
年
末
に
発
刊
さ
れ
た
。

　
写
真
図
版
三
十
三
枚
。
実
測
図
図
版
二
十
二
枚
、

巻
末
の
解
説
十
九
頁
の
こ
の
図
録
に
は
、
出
土
地

点
ご
と
に
同
時
に
見
出
さ
れ
た
遺
物
を
網
羅
し
て

収
め
た
こ
と
、
写
真
だ
け
で
な
く
実
測
図
多
数
を

入
れ
た
こ
と
、
郷
説
文
の
な
か
に
繊
麗
遺
跡
に
関

す
る
詳
し
い
記
述
が
あ
る
こ
と
な
ど
編
者
の
工
夫

の
あ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
考

古
学
者
に
と
っ
て
あ
り
が
た
い
の
は
、
下
土
地
点

と
出
土
状
態
が
明
確
な
一
括
遺
物
群
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
一
揺
遺
物
群
十
一
件
が
、

本
図
録
の
大
半
を
占
め
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ

れ
ら
の
な
か
に
あ
っ
て
、
特
に
、
こ
れ
か
ら
の
学
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介紹
、

界
の
問
題
に
な
り
そ
う
な
出
土
例
を
、
次
に
紹
介

し
て
お
く
。

　
ま
ず
挙
ぐ
べ
き
は
、
忠
清
南
道
大
田
市
椀
亭
洞

出
土
の
遣
物
群
で
あ
る
。
銅
剣
一
本
、
多
鉦
鏡
二

面
、
小
銅
鐸
二
口
、
入
事
形
銅
器
一
個
、
円
蓋
形

銅
器
一
個
、
剣
最
期
銅
器
三
個
、
磨
製
石
鐡
三
本
、

天
河
石
製
飾
玉
二
個
、
無
文
土
器
壷
一
個
、
黒
陶

長
浜
壷
一
個
（
名
称
は
原
文
の
ま
ま
）
の
各
種
の
遺

物
が
地
下
に
つ
く
ら
れ
た
長
方
形
プ
ラ
ン
の
一
石

室
内
か
ら
出
た
。
防
馬
形
銅
器
と
い
う
の
は
、
長

楕
円
を
半
戯
し
た
形
の
銅
板
で
、
周
縁
と
中
央
に

幾
何
学
的
文
様
帯
が
あ
り
、
基
辺
に
四
孔
を
並
べ

る
。
剣
外
形
銅
器
と
あ
る
の
は
、
節
を
も
つ
割
竹

形
で
、
鎮
を
つ
け
、
表
面
に
幾
何
学
的
文
様
を
め

ぐ
ら
す
。
と
も
に
新
出
の
銅
器
で
あ
る
が
、
既
知

の
初
期
青
銅
器
と
共
通
の
趣
向
を
否
定
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
が
、
細
形
早
馬
と
共
存
し
、
黒
陶
系
の
土

器
を
伴
う
と
い
う
事
実
は
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
ま
た
慶
尚
北
道
大
邸
市
晩
村
洞
出
土
の
一
括
遣

物
は
、
三
本
の
細
形
銅
剣
、
そ
れ
ら
の
附
属
品
と

見
ら
れ
る
剣
把
金
具
、
鐸
金
具
、
鞘
金
具
、
の
ほ

か
に
一
本
の
広
鋒
鋼
玉
を
伴
う
。
広
鋒
銅
文
は
、

そ
の
形
状
や
、
樋
の
部
分
と
内
に
鋳
出
さ
れ
た
文

様
か
ら
も
日
本
製
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
な

く
、
重
要
な
資
料
と
な
ろ
う
。

　
鱗
茎
を
伴
っ
た
磨
製
石
剣
・
磨
製
石
鯛
の
一
括

遣
物
が
、
慶
尚
南
道
芝
海
里
長
有
面
茂
渓
里
か
ら

出
て
い
る
。
最
初
は
こ
れ
ら
が
、
支
石
墓
か
ら
の

出
土
例
と
し
て
報
告
さ
れ
た
の
を
、
国
立
博
物
館

員
が
再
調
査
し
て
、
遺
跡
は
地
下
石
室
で
あ
っ
た

こ
と
を
確
か
め
、
本
図
録
に
実
測
図
を
示
し
て
実

情
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
以
上
の
ほ
か
、
京
畿
道
の
龍
仁
か
ら
重
な
っ
た

ま
ま
発
見
さ
れ
た
と
い
う
三
枚
の
銅
剣
銘
箔
の
如

き
を
含
め
て
、
朝
鮮
に
お
け
る
初
期
金
属
文
化
の

貴
重
な
資
料
が
、
多
数
、
こ
の
図
録
に
収
め
ら
れ

て
い
て
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
関
係
資
料
の

増
加
が
、
南
鮮
に
限
っ
て
も
目
ざ
ま
し
い
こ
と
が

わ
か
る
。

　　

i
齢
哩
四
頁
醤
ソ
ウ
ル
騎
市
竪
博
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
有
光
教
一
）

京
都
大
学
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
学
術
調

査
報
告
書
（
考
古
学
関
係
）

　
京
都
大
学
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ

ス
タ
ン
学
術
調
査
隊
は
、
一
九
五
九
年
か
ら
一
九

六
七
年
に
盃
る
ま
で
総
じ
て
七
回
こ
の
三
子
国
に

赴
き
、
考
古
班
・
地
理
班
・
歴
史
言
語
班
・
人
類
技

術
班
の
四
班
に
わ
か
れ
て
各
々
の
分
野
で
活
躍
し

て
き
た
。
そ
の
う
ち
考
古
班
は
七
回
と
も
組
織
さ

れ
、
と
く
に
仏
教
時
代
の
遺
跡
の
調
査
に
主
眼
を

お
い
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
カ
シ
ュ
ミ
ル
・
ス

マ
ス
ト
洞
窟
山
守
写
譜
の
調
査
、
チ
隔
、
ナ
カ
・
デ
リ

ー
建
造
物
跡
の
発
掘
、
陰
山
サ
ソ
ダ
お
よ
び
ト
レ

リ
山
上
寺
院
跡
の
発
掘
な
ど
、
ア
シ
ョ
カ
碑
文
で

そ
の
名
を
知
ら
れ
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
シ
ャ
ー
バ
ー

ズ
・
ガ
リ
村
を
中
心
に
し
た
地
域
を
調
査
地
域
と

し
た
。
ま
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ

ク
シ
ュ
山
脈
以
北
に
お
い
て
、
ハ
イ
パ
ク
の
石
窟

寺
院
跡
の
調
査
に
は
じ
ま
り
、
ク
ン
ド
ゥ
ズ
の
バ

ラ
・
ピ
サ
ル
や
ド
ゥ
ル
マ
ソ
・
テ
ペ
、
チ
ャ
カ
ラ

ク
・
テ
ペ
を
発
掘
し
た
。
ヒ
ン
ド
ゥ
・
ク
シ
ュ
以

南
で
は
、
ジ
ェ
ラ
バ
ー
ド
な
い
し
そ
の
近
郊
に
お

い
て
、
フ
ィ
ル
・
ハ
ナ
石
窟
寺
院
、
バ
サ
ー
ワ
ル

石
窟
寺
院
な
ど
の
測
量
を
主
と
す
る
調
査
お
よ
び

ス
ト
ゥ
ー
パ
の
分
布
調
査
を
行
い
、
ハ
ッ
ダ
の
西

南
ラ
ル
マ
村
の
仏
教
寺
院
を
発
掘
し
た
。
次
に
掲

げ
る
も
の
は
こ
れ
ら
の
調
査
の
一
部
の
報
告
で
あ

る
。

　
一
、
　
『
ハ
イ
パ
ク
と
カ
シ
ュ
ミ
ル
・
ス
マ
ス
ト

ー
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る

石
窟
寺
院
の
調
査
一
九
六
〇
』
水
野
清
一
編
　
京
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